
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本質的な価値 

                  校長 牧野英一  

1 月 20 日（火）から 22 日（木）までの３日間、今年度も各事業所のご協力を得ながらキャリア教育の

一環として職場体験学習を実施することができました。生徒たちは、実際に体験することで働くことの厳し

さや大変さを知るとともに、楽しさややりがいに気づくなど、「仕事」のもつ両面についての重要な気づき

をさせていただきました。このような貴重な体験ができるのも各事業所のご理解とご協力があってのことで

す。その厚意に心より感謝申し上げるとともに、今後とも第二中学校の教育活動にご協力のほどよろしくお

願いいたします。 

さて、正月と言えば、１月２日・３日に行われる東京箱根間往復大学駅伝競走（箱根駅伝）は私の楽しみ

の一つで、毎年テレビを観戦しながら一本の襷にかけた各チームの頑張りに感動しています。今年は、「輝

け大作戦」を掲げた青山学院大学が見事３連覇、２度目の総合３連覇を果たし、大会史上初の快挙という輝

かしい結果で終わりました。特に山登りである往路５区での驚異的な激走は、専門家も驚くほどの走りで、

「シン・山の神」と話題にもなりました。しかし、前回大会（2025）の２連覇を果たした直後では、主力

選手が卒業してしまうこともあり、「３連覇ができる確率は０％」と監督が部員に言っていたほどのチーム

事情でした。その底辺チームがなぜ、このような結果を残すことができたのか。テレビ中継で解説をしてい

た元早稲田大学競走部駅伝監督である渡辺さんが「青学の生徒は明るく伸びやかなイメージがありますが、

生徒の規律がしっかりしており、監督も厳しいんですよ」という言葉に秘密があるようです。 

一つの大学で箱根駅伝を走れるのは年に 10 人だけです。箱根を目指して練習を積んで、それが叶わなか

った部員は、箱根駅伝当日のサポート役に回ります。勝負事ですから、１年生が走り、４年生がサポートを

することもあります。箱根を走る以前に、自己ベストタイムを見れば、１年生が４年生を上回ることも珍し

くありません。一方で、青山学院大学陸上競技部内は年功序列で、キャプテンは４年生から選ばれます。そ

して、監督を含め部員全員が寮生活ですが、寮の中でも年功序列で、寮長も４年生から選ばれ４年生が全員

を引っ張ります。速く走れる生徒を過保護に扱うことはしません。また、二人部屋で１年生は必ず上級生と

同じ部屋に入り、寮生活のすべてを教わります。生活の部分では、上級生が下級生に教える仕組みができて

います。だからこそ、速く走れる下級生が上級生に対して偉そうな態度を取るようなことがないと寮母さん

は言っていました。タイムでは上回ることがあっても、生活の部分では上級生に教わることが多いからでし

ょう。原監督もこれまで 20 年以上にわたる指導のなかで、とりわけ工夫を重ねてきたのが寮生活の在り方

だそうです。日常生活を徹底的に見直したことが現在の成果につながっているようです。 

不易と流行。世の中の変化とともに変わっていくもの、時代の変化に合わせて変えていく必要があるもの

もありますが、時代が変わっても変わらない、変えてはいけない本質的な価値があるものです。令和７年度

も残り３か月ですが、本校の教育方針をご理解の上、ご協力・ご支援のほどよろしくお願いいたします。 

460    １ 月 ２ ６ 日 

校訓：質実剛健 

令和７年度  第 ９ 号 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年度学校評価アンケート 
 

２学期の終わりに実施させていただいた「学校評価アンケート」にご協力いただきありがとうご

ざいました。保護者によるアンケート結果を以下に記載しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和７年度学校評価（保護者）アンケート 自由意見一覧 
・多少の日々のトラブルがあるにせよ、生き生きと楽しそうに学校に通い先生方のことも信頼して

いる様子ですごく安心しています。引き続き、1 人 1 人を大切にみて、生徒重視で事実重視でお

願いたいと思います。来年以降も私自身も子供を信用し学校を信用して過ごしていきたいです。 

・子供が楽しく過ごせていると感じます。ありがとうございます。 

・いつも子供達のためにご指導いただきありがとうございます。 

 

・保護者への連絡（送迎に関する事や弁当の有無）が遅いときがある。 

→マチコミメールや学年だより等を活用して、必要な情報をできるだけ早めに発信するように努め

ていきます。 

 

・部活動の数が少なすぎると感じる。 

→生徒数が少なくなっていることから、新たに部活動を増やすことは難しい現状です。都内では部

活動の地域移行・連携の流れもあり、保護者からのそういった要望があった場合は職員で協議・

検討し、教育委員会に相談していこうと思います。 

 

・ブラック校則に当てはまるような校則もあるように見受けられる。 

→校則については生徒の意見も取り入れながら、残すべきもの、なくしてもいいもの等を精査し生

活指導部で随時検討しています。今後も生徒会の提案があれば柔軟に対応していきます。 

☆ 連合作品展見学 １月１６日（金）☆ 

二中の出展は技術科、家庭科、美術科及び文化部になります。授業や部活動で制作した作品はど

れも素晴らしく、非常に感動しました。当日、他校の作品も真剣に鑑賞し、他校生に対して感想を

たくさん記入したり、参考にして今後の力としようとする姿もあり、有意義な時間となりました。 

保護者の皆様もお忙しい中、たくさん鑑賞に来ていただきありがとうございました。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 月の行事予定 
最終下校 17:30 

日 曜 行事 給食 日 曜 行事 給食 

1 日   15 日   

2 月 朝礼 専門委員会     公開授業週間 ◎ 16 月 講話朝礼 ◎ 

3 火 新入生保護者説明会 14:00～ ◎ 17 火  ◎ 

4 水 ALT 校内研修会 ◎ 18 水 ALT 研究発表会   テスト週間 ◎ 

5 木 SC 笑顔と学びプロジェクト ◎ 19 木 職員会議 ◎ 

6 金 安全指導日  ◎ 20 金  ◎ 

7 土   21 土 3 年都立一次  

8 日   22 日   

9 月 生徒朝礼 ◎ 23 月 ～天皇誕生日～  

10 火 避難訓練 ◎ 24 火  ◎ 

11 水 ～建国記念の日～ ジオパーク学習発表会  25 水 ALT  学年末考査 ◎ 

12 木  ◎ 26 木 SC  学年末考査 ◎ 

13 金 SC  ◎ 27 金   学年末考査 ◎ 

14 土 東京都公立学校美術展覧会2/14～18  28 土   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校教育目標 ： のびやかで、あたたかい心 

         深く考え、自ら学ぶ力 

         健やかな身体とたくましい体力 

◇ 公開授業週間 ◇ 

 期間：２月２日（月）～６日（金）  

 

※ 短い時間でも構いませんので、生徒たちの

学習活動や休み時間の様子をご参観くだ

さい。 

※ 時間割等については、別紙お便りでご確

認ください。 

 

◇ 笑顔と学びの体験活動プロジェクト ◇ 

〇日 時：２月５日（木） 

      ①１年 ②２年 ③３年 ④講演会 

〇会 場：体育館 

〇内 容：車いすバスケットボール 

○講 師：篠田匡世（日本代表選手） 

 

◇ 道徳授業地区公開講座 ◇ 
１月９日（金）に、学年ごとに道徳の授業を

公開し、その後、保護者や地域の方との意見交

換会を行いました。学校 

だけでなく、保護者・地 

域と一緒に子供を育てて 

いく大切さを再確認する 

良い時間になりました。 

◇ 文化部もちつき会 ◇ 
１月１０日（土）に、文化部でもちつきをしま

した。先月に椿の実を拾う活動をし、それを売

った資金で材料を購入しました。保護者の皆様

にも手伝っていただき、おいしい餅をつくこと

ができました♪ ご協力ありがとうございます!! 

◇ 1 年英語 TGG 体験 ◇ 
１月１５日（木）に、英 

会話 VR 体験授業を実施 

しました。オンラインで 

外国の方と会話しながら、 

英語で楽しくコミュ二ケ 

ーションを図りました♪ 


